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しかるに 3 答申において用し 1られている「個性」や「個人主義 Jは， こうした普通性に基づいた
ものとは理解できない。つまり，それ以上の分割を不可能とする偲(i nd i v i dua 1 )が，それ故lと有
-22-
する主体性(個が個有にもつ特性を自発的能動的に表出させる作動力)を発現する個性は，上述し
た第一点の補完物， I伝統文化 J， I日本人としての自覚 J，I徒、育 J， I自然や超越的存在」と
は，対立こそすれ，けっして補完的位置をもちょうがないものである。 即ち，上記のいずれもが一
定の規範が対象化・国定化されたものであり 個性主体と対i持するものもある。 故に「個性の重視
・尊重」は，その本来的意味からすれば， I伝統文化 Jの拘泥からの解放であり， I日本人として
の自覚」から普遍的自立的主体確立への転換で、あり，規範的 11j~i育 j と区別されるところの自我形
成であり，そして「自然や超越的存在」を対象化し，それから解放され働きかける主体形成であら
ねばならない。
また第二点の拡散化された「個性 J， I家庭，学校，地域，企業，国家，文化 n寺代の個性」と
は，その担い手たるいずれもが人間主体により構成され その総和により当然にも一定の特徴を存
するものである。だがそれらが「特徴 jではなく「個性」とされ 人間主体の個性が何の矛盾もな





































ものである。しかるに現実には この両者の在り方が逆転し 「教育 JiC外的規範性(i国家，文
化，時代の偲性 J)が求められ，知育は「私的に獲得ュする」ことが競い合われてきた。
「教育における個の尊重」が，教育の画一イヒに対するものであるということは，上記の逆転状況
を正しく捉えた場合にのみ言いうることであり この逆転を是認した上で、は全く異なった意味を包
合する乙ととなる。まさしく理念的次元で現在改革すべきは この逆転を本来の形に戻すことであ
り，学校教育において教師や子どもが捕われている画一的な人間観や，その延長線上にある画一的
な社会観，国家鏡花他ならないのである。
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